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１. はじめに 
本工事は、1 級河川である黒部川上流域の黒薙

川に砂防堰堤を構築し、山腹崩壊を抑制し、下流
域の土砂災害を防止することを目的としている。 
施工箇所は日本有数のＶ字峡谷である黒部峡谷
内にあり、人員・資材輸送は黒部峡谷鉄道(トロッ
コ)を利用している。冬季は積雪により鉄道が利用
できず、実質的な工期は約 6 か月と短期間である。 
さらに、大雨が続くと上流にある発電所が取水を
停止し、川の水位が急上昇、仮締切を越流する恐
れがあり、土石流による災害リスクが高まる。 
加えて、標高の影響で本来は気温低下が見込まれ
るが、近年の温暖化により日射量増加や地形によ
る熱滞留が発生し、作業箇所によっては、通風性
が低く湿度も高いため、局所的な高温環境が形成
されている。そのため、作業従事者は熱ストレス
にさらされ、健康や作業効率への影響が懸念され
る。また作業期間中は、宿舎での生活を行ってお
り、作業員のストレスを軽減し、不測の事態に対
応できる安全対策を講じている。しかし、こうし
た特殊な自然条件や生活環境の中で、いかに安全
性を確保しつつ生産性を向上させるかが、大きな
課題である。本報告では、作業現場及び宿舎にお
ける課題とそれに対する安全対策の取り組につ
いて報告するものである。 

2. 工事概要 
当該工事は、既設されている黒薙川第 1 号上

流砂防堰堤の 32.0ｍ上流に建設され、堤幅約
122ｍ、堤高約 14.5ｍのコンクリート重量式 
スリット型砂防堰堤の構築である。 

【主要工種施工数量(直接工事)】 
・コンクリート堰堤本体工 
       コンクリート 935 ㎥ 
           型枠 460 ㎡ 
         化粧型枠 160 ㎡ 
        弾性版設置 142 ㎡ 
・仮橋工  仮橋・仮桟橋工 1 式  

・仮設工 配電線設備設置工 1 式 
        受電設備工 1 式 
        電力設備工 1 式 
      骨材製造設備工 1 式 
  コンクリート製造設備工 1 式 
      濁水処理設備工 1 式 
        防護施設工 1 式 
       資機材運搬工 1 式 
       砂防仮締切工 1 式 
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３．現場・宿舎の課題と安全対策 
【課題① 急激な大雨による自然災害】 

前述のように施工現場は、山間部に位置するた
め気候の変動が激しく天候を予測するのが困難
である。近年問題となっている線状降水帯のよ
うな短時間に振る大雨の影響により、土石流災
害や仮締切から越流、現場が冠水、インフラ設
備が流される等の危険性がある。 

【対策①-1 降水量・河川水位の中止基準の
厳格化】 

黒薙川は、流域面積が比較的広いため、ひと
たび雨が降れば、河川の水位が急激に上昇し、
土石流や仮締切崩壊の危険性が大きくなる。そ
のため、各作業(施工場所)によっては、警戒体制
基準での作業中止を行い、厳しく中止基準の運
用をしている。中止基準の厳格化は、土石流災
害や河川増水による災害を未然に防ぎ作業員の
被災リスクを低減することを目的としている。 

【対策①-２ 土石流警報装置】 
土石流警報装置は、土石流や河川の水位上昇を

冠水センサーにより、早期に検知し迅速に警報を
発することで被害を最小限に抑えるためのシス
テムである。黒薙川には現在施工中の砂防堰堤を
含め上下流には 5 つの砂防堰堤があり、土石流警
報装置のセンサーは、最上流にある第 4 号砂防堰
堤に設置している。2 号下流砂防堰堤から４号砂
防堰堤までは約 2.5 ㎞離れており仮に土石流が 4

号堰堤より上流で発生した場合、土石流は時速約
30 ㎞で流下すると、4 号砂防堰堤から約 3 分で施
工中の 2 号下流砂防堰堤に到達すると推定されて
いる。そのため作業現場の安全教育訓練では、毎
月避難訓練を実施しており 3 分以内で避難場所ま
で行けるよう訓練を行う。また、普段から作業従
事者の方には無線機を携帯するよう周知をして
いるため、万が一サイレンの音が聞こえない場合
でも無線機で状況を伝えることができ速やかに
避難を行うことが可能である。 

【課題② 高温多湿による熱中症災害】 
施工現場である２号下流砂防堰堤は標高約

300m～400m の箇所にあり峡谷や河川の影響も
あり気温は、比較的涼しい環境下での作業と思わ
れる。しかし日差しが当たらない箇所は、爽快な
風が吹き作業しやすいが、日差しが当たる箇所は
風が吹いても蒸し暑く、直射日光による気温上昇、
河川の蒸発による湿度の上昇など様々な要因が
重なり、施工現場は高温多湿で熱中症リスクが高
まってしまう。 
【対策②-１ 黒球式熱中症指数計による温度管

理】 
施工現場では、作業員の安全を確保するために
現場の温度管理を行い、熱中症にならない対策
が重要である。熱中症対策の一環として TANITA
製の黒球式熱中症指数計を使用している。この
機械は、黒球温度（直射日光や輻射熱の影響を
反映）、湿球温度（湿度の影響を反映）、乾球
温度（気温）を同時に測定し、これらのデータ
から WBGT を測定し基準値を超えるとアラーム
が鳴り危険を知らせる。現場では、最も日差し
が強く、風通しの良い開けた場所にこの温度計
を設置し、作業従事者が常に厳しい環境条件下
で作業する可能性を想定し、リスクを過小評価
しない。WBGT 数値が危険レベルに達しアラー

冠水センサー 警報サイレン 



ムが鳴った際は、作業員に休憩を取らせ、水分
補給を促し、激しい作業を控えるなどの対応を
行う。こうした運用により、現場全体で熱中症
のリスクを効果的に低減している。 

【対策②-2 熱中症対策アイテムによる熱中
症予防】 

前述のとおり黒薙は山間部であるが、夏期は猛
暑やその他の要因により熱中症のリスクが高ま
る。また、暑さは体調を崩すだけではなく、作業
従事者のやる気や集中力を低下させる。そのため
作業効率の低下、注意力の低下、品質の低下につ
ながると考えられる。施工現場では、熱中症のリ
スク低減・予防のため様々な対策を講じており、
大きく２つの対策を紹介する。 
① 涼しい服装での作業 
涼しい格好で作業することには、体調管理と作業
効率の両面で大きなメリットがある。高温多湿の
環境では厚着や通気性の悪い服装によって体温
が上昇しやすく、熱中症や疲労のリスクが高まっ
てしまう。一方、通気性の良い服や冷感素材を選
ぶことで、体温の上昇を抑え、発汗による不快感
を軽減できる。これにより、集中力の低下を防ぎ、
作業効率を維持することが可能になる。また、涼
しい服装は心理的にも快適さをもたらし、作業意
欲の維持にもつながる。 

② 熱中症対策アイテムの活用 
我々は熱中症のリスクを低減するため３つの基
本的な対策に合わせたアイテムを活用している。

基本的な対策とは（体を冷やす）（水分・塩分を補
う）（直射日光を避ける）である。体を冷やす対策
では首元に巻く COOL.RING や氷嚢ネッククーラ
ーなど首元の大動脈を冷やすアイテムを休憩時
などに使用し熱中症リスクを低減している。 

直射日光を避ける対策では、現場従事者の声を取
り入れ、顔や首元に直射日光が当たらないようヘ
ルメットに取り外し可能な麦わら帽子を導入し
た。他にも休憩時なるべく日陰で休むよう声掛け
を行い作業現場に簡易的な休憩所を設置し日陰
で休める場所を提供した。 

この他にも安全教育や朝礼・昼礼時などに熱中症
に対する啓発を行い、体調の変化を作業従事者同
士で確認し合うよう周知している。体調の変化に
気が付いた際は即時報告、応急処置を行うことで
熱中症悪化のリスクを低減することができる。 
【課題③ 宿舎環境の改善・安全対策】 

施工場所は、山間部に位置しておりトロッコを
利用しないとたどり着けない場所にあり完全に
孤立している。施工期間中は、宿舎生活であるた
め、金曜日を除く平日は、施工現場から下山する
ことが滅多にない。家族や友人などに会うことが
ない環境であり、娯楽環境も少ないため、作業従
事者のモチベーションの低下が懸念される。モチ
ベーションの低下によって仕事に対する注意力
や集中力が散漫になる恐れがある。仕事上の小さ
なミスや怪我、事故が増え後に大きな人身災害や
人為災害などにつながる可能性がある。 
【対策③-1 プライベート空間の確保・向上】 
 黒薙宿舎では、宿舎環境改善の一環でプライ
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ベート空間の確保として各部屋は完全個室とな
っている。プライベート空間を確保することに
よってリラックスすることができる。また、宿
舎内は通信設備が整っているので自分の趣味に
没頭したり、平日会えない家族や友人などにも
通話やビデオ通話などをすることができる。 
【対策③-2 マットレス導入による睡眠の質の

向上】 
 今年度の宿舎環境改善では、マットレスを導
入した。マットレスを導入し睡眠の質を向上さ
せることで、健康・仕事・メンタル向上にもつ
ながりあらゆる側面に良い影響を与えてくれ
る。実際にマットレスを導入したことで「よく
寝られた」との声や「昨年と比べ身体の痛みが
減った」との声を頂き、宿舎環境の改善に取り
組めたと実感することができた。 

【対策③-3 看護師の常駐】 
 黒薙宿舎では看護師が常駐している。看護師が
宿舎にいることで多くのメリットがある。 

１つ目は健康教育と予防である。看護師が宿舎
に常駐することで、作業従事者がいつでも気軽に
健康相談ができる環境にある。感染症対策や怪我
予防対策などを、短時間の講習や掲示物によって
作業従事者に教育や指導が行えている。 

２つ目は体調不良を含め、ストレスやメンタル
面での不調の早期発見である。日々の作業従事者
の様子や定期的な健康チェック﴾血圧・体重・簡易
ストレスチェック﴿により、身体異常を早期発見す
ることができる。 

３つ目は緊急時の対応である。作業現場で不測
の事態が発生し怪我や緊急を要した場合、看護師
により処置の判断を仰ぐことができ迅速かつ適
切な対応を行ってもらうことが可能になる。 

 

【対策③-4 峡谷鉄道・防災ヘリとの連携】 
 黒薙現場・宿舎では災害・怪我・病気等の緊
急事態が発生した際に備えて、黒部峡谷鉄道・
防災ヘリとの連携を図っている。連携を図るこ
とで命に係わる緊急事態が発生した際に、ヘリ

の要請により、早急
に病院に搬送するこ
とが可能となる。ま
た、夜間や天候が悪
い場合は、ヘリコプ
ターが出動できない
ため、峡谷鉄道に連
絡を取り、トロッコ
の緊急出動要請を行
い早急に搬送するこ
とが可能である。 

4. おわりに 
 本論文では、『R6-7 黒薙川第二号下流砂防堰
堤』の現場および宿舎における安全・健康管理
の取り組みを紹介した。本工事は山奥での河川
内作業という特殊な環境下で、限られた工期の
中で進められるため、作業員は常に多くの危険
と隣り合わせである。近年、自然災害の脅威が
増しており、これに対応できる安全対策の強化
は今後ますます重要になる。同時に、品質の確
保と生産性の向上も避けて通れない課題であ
る。さらに、本堰堤の完成には 10 年以上を要す
ると見込まれており、その間に少子高齢化によ
る建設業の労働力不足や担い手の高齢化といっ
た構造的な問題にも直面することが予想され
る。こうした課題を克服するため、我々は技術
力と知識の研鑽を重ね、安全性・品質・効率性
を高め、邁進していく所存である。 
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